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流転 / Samasara

　「流転」、仏語、「六道・四生の迷いの生死を繰り返すこと。」という意味であり、一般的に「移

り変わってやむことがないこと。」の解説もある。この設計は、「流転」のような流儀こそを

伝えたいことである。

　建築又は空間はどのような存在であろう。解体・新築、この繰り返すエンドレスな営造活動

の間に、我々はいったい何を破壊・創造してきたのか。実在のマッス、又は精神的な存在、ど

ちらが建築のリアリティな姿により近づいているのか。一瞬間の新築、何百年に存在している

廃墟、どちらがより完璧な形態を見せているのか。この設計の目的は上述のさまざまな問題を

検討するためである。

　石巻市の南浜海辺の場所を敷地にし、東日本大震災による津波に破壊された住環境の遺跡の

直上に建て、地元の工芸工房を中心とし、津波避難タワー及び震災後の日常生活の機能を載せ

ている複合施設である。形式は、直接的に基礎の遺構の直上に新しい空間を生かし、災害によ

り失われた元住宅のマッスは異なる形式によって何回見え隠れさせ、更に最も上に元住宅の量

塊を復刻することである。これにより、ある意味で「流転」という建築の形式を実現した。

・震災

・石巻工房

　この元住環境は現在、水没により上部の戸建の部分が全部壊され、基礎しか残っていない状

態となり、未来は防災機能を持つ臨海公園として計画中である。しかしそうすると、新たな計

画が乱暴的に既存の遺跡の上に載せられるにより、住民を何数年の住居環境から離させ、長時

期に存在してきた街並みのコンテクストを一括に消される恐れがあるのであろう。

　この視点から見ると、災害復興の一環としての設計活動は文脈を破壊する要因となるかもし

れない。逆に、既存の文脈の遺跡と言えるこの何か所の住宅基礎を基にし、本来の建物又は街

並みの姿を復刻する建築意匠はどうであろう。

　「石巻工房」は、伝統技術を復興すること

により、若者を災害後の石巻に転居すること

を促成しており、ハード面だけではなく、ソ

フト面も石巻市の社会を再構するという目的

を目指してきた。
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１－１　時間帯における建築の変容

１－２　形体的・心理的断片

　本設計は廃墟論を新築に実践することにより、「建築」という定義に対して再認識することを目的と

する。いわば被災地のような極端的な自然コンテクストで、廃墟の現状に伴う住まいにより、建築に時

間軸の二方向の分割を接合し、地元住民の心理的傷を埋めていく可能性を明らかにする。更に、この美

学的な復興の可能性を検討することにより、建築の完成度の評価から、建築のオーセンティシティに対

する再認識が期待されている。

　建築は建てられた瞬間から、直ぐに廃墟に向かって変化する過程が始まると言うわけであるという論

調を、磯崎新は提示した。同時に、廃墟体はある程度の未完性を体現し、人間を観察のうちに全体像に

向かって心理的に補完させる能力も認められる。そういう二者は、「完成体から廃墟への変化」及び「廃

墟から完成体への変化」という二つの変化過程と言えるだろう。この面から考えると、ある廃墟になっ

てしまった建物は、解体して新築の計画が始まった瞬間、直ぐに完成体（新築）になるだろう。そうす

ると、この単純な瞬間により、まだ廃墟への変化中の廃墟体と新築の完全体の間に巨大な隙間が出現し、

非常な断片化が不可逆的に生まれただろう。

　逆に、最初建築を廃墟（ずっと廃墟への変化中のモノともいえ）として認めて設計し、時間という概

念を最初から最後まで一貫に通らせ、廃墟と完成体をよく分けなく、代わりに両者が並存する状態で設

計したら、ある瞬間の建築ではなく、長時間に適合している空間の形式を提示する可能性があるのだろ

う。

３　敷地事情 /Information of Site

MIYAGI KEN

ISHINOMAKI

Ⅰ 設計背景 / Design Background

大
震
災
前
の
文
脈

大
震
災
後
の
現
状

災害地の石巻市南浜

敷地現状

工房現状©ISHINOMAKI KOBO

基礎遺構

　形体の断片は表面的、記

憶の断片は裏面的だといえ

るだろう。実際に、この二

者は時間軸における位置の

差異から解釈したらいける

と思う。

　もし形体レベルに、つま

り空間いわば建築の手段に

より、上に述べたように、

まずこの形体上の断片性を

改善できるだろう。同時に、

心理的な断片の改善も期待

されている。

時間が経ち、成熟の街並みは何十年に既存。

津波により、住宅は壊され、基礎の遺構しかな
い。

未来、公園の土は乱暴的に既存の住環境の
文脈を隠していく。

一方、元住宅の様子まだ記憶に残り、仮想に
公園の一部を撤去し、元々の住宅の基礎を
見せ、直接にこの上に新たな建築を建設し、
混在の形式を実現。

Ⅲ 流転 / Samasara

「再び廃墟になったヒロシマ」磯崎新 ©ISOZAKIARATA

クラーデション

水没によって、建物の上部を解体
され、布基礎の遺構しか残らない

遺構から建物の完全体への補強
想像

時間的・物理的な距離感を実感し、
シンボリックに建築のマッスを最上
に上げる

小さなキューブによって、建築のマ
ッスを脱構築的に分散される

予想の津波によって下の木造の部
分をもう一回壊され、上のボリュー
ムがそのまま存在している

元建築の姿を分解の間に何回見
え隠れさせ、ある混在態を実現

鉄骨の柱によって、上部のボリュー
ムを支えられる



Ⅳ 立面イメージ / Image of Façade

1 階平面図 / Plan of F1



Ⅴ 断面図 / Section Ⅵ 構成分析 / Analysis in Constitution

ユニット２長手 A-A' 断面図 / Section of Unit 2 in Long Direction A-A' 意識的構成分析図 / Diagram of Constitution in Consciousness 空間的構成分析図 / Diagram of Constitution in Space

ユニット２短手 B-B' 断面図 / Section of Unit 2 in Short Direction B-B'

１作業場
２合宿寝室

３テラス
４ガラス休憩室

５工房教室
６工房屋上プラザ

７プラザテラス
８休憩室

９避難テラス
１０避難ハウス

　構成の成り立ちの間に、災害により失われ
た元住宅のマッスは異なる形式によって何回
見え隠れしており、建築の一瞬間の姿ではな
く、時間軸におけるそれぞれの時刻の様子を
同時に表し、混在している存在の形式となっ
たかもしれない。いわば、建築の瞬時の属性
を破り、長時間に所属し・各形式が併存して
いる形式を実現した。これにより、建築の時
間軸における成り立ちの過程を再認識する可
能性があるのであろう。

キューブの出現

ボリュームの真ん中に設置し、周
りの虚空的な外壁との間のスペ
ースを実感させる。建築の完全体
への発展は始まる。

開始

独立的に基礎の遺構の直上に生
かされてき、周りは真空である。
災害によって過去と物理的・心理
的・時間的な分割を象徴する。

キューブの発展

下のキューブよりも周辺へ延び
る傾向があり、人間が空間を占め
る能動を象徴する。

家型の暗示

下から各キューブが初めて完成
のボリュームとなるものであり、
完全体への補完は一段目で達成
した。

虚空

建築の実体と虚体の間における
存在。完全体となる直前に認識が
ゼロにする準備を大切だから。

完全体

建築の最も完全な形式になる、と
認められる。

木造のキューブ

ほぼ完全に独立し、ある程度で構造の弱さ
を表している。個室として使われている。

基礎の遺構

元住宅の基礎によって空間のマッスを提
示。工房の作業場は直接に基礎の直上に位
置し、このエリアの記憶を感じながら記念
的な作業を続きことを期待。

虚空の外壁

ガラス又はアルミネットによって構成さ
れ、元の建築の形態を提示する。キューブ
との間に隙間を生かしてきた。

鉄骨の柱

杭基礎によって支えられる四本の鉄鋼の
柱。上の安定を保つ、ある程度で構造の強
さを見せている。上部の避難場所を支える。

テラス

元建築のマッスをランダムに全体に散らさ
れている。

避難ハウス

津波の時は避難場所として使われ、一般的
に住民の集まり場所として利用することが
期待される。
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Ⅶ 平面図とシーン　/　Plan & Scene

１階平面図 / Plan of F1

７階（６階）平面図 / Plan of F7(6)

避難ゾーンパース / Perspective of Refuge

工房ゾーンパース / Perspective of Workshop Zone

３階平面図 / Plan of F3 ５階（４階）平面図 / Plan of F5(4)

８階（７階）平面図 / Plan of F8(7)

２階平面図 / Plan of F2１　工房トイレ
２　工房作業場

１　休憩室
２　テラス

テラス風景１ / Image of Terrace 1工房生活イメージ / Image of Workshop's Life テラス風景２ / Image of Terrace 2 テラス風景３ / Image of Terrace 3 テラス風景４ / Image of Terrace 4 テラス風景５ / Image of Terrace 5

１　工房教室
２　テラス

３　ガラス休憩室

作業風景 1 / Image of Workshop 1 作業風景 2 / Image of Workshop 2 作業風景 3 / Image of Workshop 3 作業場１ / Workshop Space 1 作業場２ / Workshop Space 2

１　休憩室
２　屋上プラザ

１　避難室
２　避難テラス

３　トイレ

１　工房寝室
２　テラス
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